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NSAIDs
COX非依存的
図2非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）による皮脂産生促
　　進の分子機構
ることが判明した。さらに、15d－PGJ，を処理した脂腺
細胞ではTG合成酵素活性の促進とともに細胞内TG
量の増加が観察された。
【考察】
　ハムスター脂腺細胞において、COX－2に対し阻害
作用を示す非ステロイド性抗炎症薬は皮脂産生を促
進することが示唆された。また、これら薬剤により特
異的なPGJ，産生の促進とともに細胞内TG量が増加
したことから、①PGJ、が内因性の皮脂産生促進因子
であること、②ハムスター脂腺細胞にはCOX－2の活
性抑制に連動して活性化する細胞特異的なPGJ，産生
経路が存在することが示唆された（図2）。
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　本研究では、5－HT、A受容体の活性化により、ストレ
ス刺激に対する情動的抵抗性が形成されるとともに、
ストレス刺激の認知学習機能が充進ずることを明ら
かにした。これらの知見より、生体のストレス刺激に
対する恒常性維持機能において、5－HT、A受容体が重要
な役割を担っていることが示唆される。
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【目的】
　20世紀に生まれた細胞移植、組織移植、臓器置換と
いった概念は、政府ミレニアム再生医療として今世紀
最先端医療から普及医療へと導かれる可能性を秘め、
この領域におけるDrug　Delivery　System（DDS）の重
要性は極めて大きい。演者らは生体部分小腸移植を念
頭に免疫抑制剤の吸収動態制御因子P糖蛋白質（P－
gp）の機能および発現変動を検討し、移植時問題とな
る虚血再灌流障害の克服の可能性をDDSの立場から
探っている。
　我が国でも超高齢化社会の到来に対応し、更なる未
来型医療の実現が望まれている。その一つに、「故障し
た車の部品を交換する」ように自己修復能力の限界を
超えた慢性的機能不全臓器を健常臓器に取り替える
医療、すなわち移植医療が挙げられ、臓器移植法改正
による脳死移植実施や人工臓器・再生医工学の研究な
どにより21世紀型医療として進歩の途にある。しか
しながら心臓、肝臓などの脳死移植は脳死を個体死と
するか否かという倫理的障壁や行政上の問題等克服
すべき社会的問題が多く、人工臓器も生体機能代替
性、生体適合性といった問題を抱えている。また胚性
幹細胞（ES細胞）を用いた再生医工学は、無限増殖能
というある種のガン的性質を持つES細胞そのものの
安全性の問題や、多数のヒト胚を使用するため倫理的
重要問題が数多く残されている。これに対して小腸は
部分生体移植が可能な臓器であるため、近年生体小腸
移植が実施され注目を集めている。過去には重症患者
に対する最終手段としての最先端医療であった臓器
移植医療も、新規免疫抑制剤の開発により最大の課題
であった臓器拒絶を克服し始め、今や施術されるたび
に報道されるようなことはなくなった。また臓器保存
技術、手術手技自体の向上により、患者の生存成績を
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